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沈周詩ノート
-―古詩における典故の運用について一一
和 泉 ひとみ
沈周(-四二七～一五O九）が明中期を代表する文人の一人であること
はよく知られているが，その名声は主として絵画の成就によりもたらされ
たと認識されている。そのため，画家としての沈周はこれまで研究の対象
とされたことがあるし，画集の類も少なくない。
しかし，沈周の文人としての出発点は詩であったし，同時代の評者から
は詩にも絵画同様の高い評価を受けていた。十五オの時，糧長であった父
の代理で南京の指恭のもとを訪れ，百韻の詩を奉って驚かせ，父の賦役が
免じられたエピソードは，沈周を紹介する際に必ず引用されるものであ
る1)。それにもかかわらず，詩画を一体として評価されるためか，文学史
上では主流とみなされることはなかった。文学史上の従来の位置づけが妥
当なものであるか否かは措くとして，筆者は沈周が江南の知識人のひとつ
の典型であったという点で，その詩は注目に値すると考える。沈家は詩を
論ずることを好む家風を持ち，父，伯父の薫陶を受けて沈周も若いときか
ら詩作に励んだ。また，生涯，出仕せず郷里に留まり，在野の文人として
創作活動を続け人々の尊敬を集めたのである尻
沈周が亡くなるのとほぼ同時期に，李夢陽，何景明等，弘徳の七子に代
表される復古派が勃興してきた。この時期の復古派の流れは北方出身者に
よって形成されたもので徐禎卿のみが蘇州の出身であったが，李夢陽の賛
同者という立場以上の勢力をもつ機会を得ぬまま，弘治末年に夭折した。
同時期の蘇州文人は古文辞を重んじる点では復古派に同じながら，模範を
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厳密に限定することなく，また模範を消化することによって達する独自性
にも高い価値を置いた点ではこれと異なる％こうした先達に学びつつも
それを超越することを最終目標とする創作理念は，沈周に対する評価にも
見受けられ，復古派，とりわけ，初期の李夢陽との差異が感じられるとこ
ろである。（後述）
ただ， このような議論は主として文芸理論や批評にもとづいて導き出さ
れたものであり，個別の詩作を充分に検討し，理論・批評と作品の実態と
の符合及び乖離についても考慮した上で提出された結論というわけではな
し、
こ゜うした状況に目をむけて，沈周詩の言語，表現，発想の源を探索し，
その特質を実作の面から明らかにすることが筆者の目標である。本稿では
1000余首ある沈周詩のおよそ 5分の 1を占める古詩のうち，先秦の古典籍
からの言語や表現が典故として使われているものを取り上げてその使い方
を観察し， こうした取り組みの序章としたい。なお，本稿では明らかに出
典が特定でき， しかも沈周が出典を意識して詩を作っていると確認できる
作品を考察の対象とした。こうした条件にかなう作品は決して多いとはい
えず，遺漏の恐れなしとはしないが，ひとまず本稿で取り上げた六篇でほ
ぼ全てだと言ってよい。漢代以降の典故が使われている古詩及び全ての近
体詩については別稿で論じる準備がある。
ー批評の概略
本題に入る前に，この機会にまずは銭謙益によって編集された「石田先
生事略」（『石田先生詩紗』所収，四庫全書存目叢書所収崇禎刊本，以下
「事略」と呼ぶ。）ほか，いくつかの資料によって，沈周詩に関する幾つ
かの事項を整理しておきたい。なお，論述の都合上，銭謙益自身の沈周詩
評を含めた一部については第三節で述べる。
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(1)沈家の家風
沈家が沈周の祖父の代から詩を重んずる家風を有していたことは，数人
の知己によって言及されている。最も年代が古いと思われるのは，陳頑
「同斎沈君墓誌銘」（『呉都文粋続集』巻四十，四庫全書本）及び呉寛「隆
池肝表」（『飽庵家蔵集』巻七十，四部叢刊本）である。（同斎は沈周の父
•恒の号。隆池はその葬られた土地の名称。）これらに拠れば，沈氏は元
末に栄えたものの，王朝交代期の動乱によって落ちぶれ，曾祖父・沈良
（字は良深）が再興のきっかけをつくった。陳正宏教授の考証に拠れば，
沈氏の祖籍は呉興で，元の沈懲卿という人にはじまる。（『沈周年譜』，一
九九三年，復旦大学出版社参照。）沈良は呉興を離れ，長洲県内の相城里
の望族・徐家の入り婿となり沈家を富豪に導いた。
祖父・沈澄（字は孟淵）は「詩書礼義を行うべし」との理念の下，北京
滞在中は一家を一堂に会して古今を比較検討し，心情を詩に表現し且つ唱
和したという。この祖父は，永楽の初め，そのオを見込まれて都に招聘さ
れ，一時的に都に暮らしたことがあったのである。当時は詩で著名であっ
たという。
父•恒（字は恒吉）は詩が上手く，絵画も得意だったとされ，晩年は俗
世間を謝絶して酒を飲みつつ詩を詠んだ。仙人のようないでたちで，宴が
甜になると苑成大の詩を朗誦するのが好きだったという。呉寛の前掲文で
は沈恒も詩が得意であったと記す。
さらに，楊循吉『呉中往哲記』巻ー（四庫全書存目叢書所収明刊本。）
には沈恒も，その兄（沈周にとっては伯父）の沈貞（字は貞吉，号は南斎）
も唐風の律詩が上手かったとあるほか，劉旺『完庵集』巻下「題扇画寄沈
南斎同斎昆季二首」詩（四庫全書存目叢書所収明刊本）でも， この兄弟が
「猶お自ら詩を談じて夜未だ眠らざるがごとし。」というほどの好事家で
あったと記されている。詩に関する議論を好む遺伝子は沈周にも確実に受
け継がれており，劉英は「最も詩を談ずるを喜び白彿を揮う」と詠んでい
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(2)沈周詩の長所
沈周詩について概括的な評価をしるしている記事に，章軒の「序文」5¥
王婆「石田先生墓誌銘」，文徴明「沈先生行状」，祝允明「刻沈石田序」が
ある。王氏，文氏，祝氏の文については第三節で触れるとして，ここでは，
成化二十年に書かれた章軒の序文に随って述べておく。
この序文では具体的な詩題を挙げ，それらの詩の中に沈周の国家を憂う
忠義の心や肉親友人への厚情が読みとれるとし，他の古詩，近体詩につ
いても「雅」という言葉で表現している。その意は，平和的，雄渾，清新
で美し<, 恨み悲しみで切迫した声も無く，怒りに猛り狂った粗暴な言葉
もない，ということである。そして，そうした作風が作り上げられたのは，
沈周詩における次のような独自性に由来すると章軒は考えている。
其の裁剪のエに至りては，誓うれば猶お東風の物に著き，葱荷の眸
に盈つるがごとく，殊に刻画して擬すべくに非ざるなり。
「裁剪」とは，詩句の取捨選択や配置を指す言葉で，沈周詩の場合それ
が，春風が草の緑に吹きつける美しい光景が眼前に広がるように巧みであ
り，努力しても真似できるものではない，というのである。また，その構
想の絶妙さについては，「殆ど神工を駆し鬼物を役し，力めて造化を奪い，
浪然として形跡の尋ぬるべき無」いという域に達しており，古人にも劣ら
ないという。
文徴明は沈周の詩が「意を経ず」して創られた点にすばらしさを見いだ
したが，それはこうした裁剪の巧みと構想の絶妙の結果だったのである6)0 
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(3)絵画と詩の関係
万暦年間になって，祖父・陳淳の詩と沈周の詩を合刻して出版した陳仁
錫は，二人について「両先生の詩格は，多く画を以て之れを掩う。」と述
べる。（「合刻両先生稿引」，『石田先生集』（万暦刊本）所収）こうした趨
勢は沈周の生前から既に生じていたと思われ，楊循吉の跛文では「石田先
生は蓋し文章の大家なり。其の山水樹石は特だ其の余事たる耳。而れども
世乃ち専ら此を以て之を称う。」と嘆き，また李東陽，呉寛も「先生画を
以て其の詩を掩わる」ことを惜しんだと記す匹
このように沈周の芸術上の成就に対する評価は甚だバランスを欠いてい
たのだが，沈周の絵画についての様々な批評のうちにも詩に連動したもの
があり興味深い。
まか
呉寛は沈周の絵画における手法について，「轟嘔濃墨手に信せて写し，
たれ
長巻初めて開くは是れ誰者ならん。（中略）石翁の足跡只だ呉中のみ，意
到れば自らエ不工を忘る。（中略）此の画を参観すれば率然たりと雖も老
気勃勃として清妍を生ず。」（「題石田画」『飽翁家蔵集』巻十七）と詠んで
いる。
こうした批評は，文徴明が沈周の詩を「意を経ずして写出す」といった
言葉に通じる。また李日華（字は君宝，嘉興の人。万暦二十年の進士。）
が「沈啓南のオ情瀧落たるは，作る所の画上の題語に見ゆ。其の一時の満
ほしいまま
志を想えば，気甜にして神縦にし，其の工を知らざるなり。」（『六研斎
筆記』巻二，四庫全書本）と述べるのもこれと同様である 8)0 
詩と絵画の関係については，ひとことで言えば，「互いに以て相発す」
（李東陽「書石田詩稿後」『石田先生詩紗』所収）というものだった。顧元
慶の記す，越僧が沈周に絵を求めようとして絶句をしたためたところ，沈
周は喜んでその詩の言うところを絵にしたという逸話は，詩が自作でない
とはいえ，沈周の場合，詩と絵とは，詩が絵を生み絵が詩を生むという関
係にあり，創作活動上，切り離せなかったことを表しているといえよう 9)0 
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また，沈周の絵画がリアリティに溢れている点は評者から高く評価され
ている。万暦年間の人，秦四麟（字は季公，常熟の人。）の『故剣編』
（快？「事略」に拠る）は次のように記す。
石田「杏花嬰鳥鵡」一幅を画き，杏花全く辮を点せず。而るに姿態枝
幹に横溢し，様牙（二股に分かれた枝）老勁たり。覇鵡頭を回らせ語
らんと欲するの状を作し，生動たること神の如し。真に奇筆なり。
また，うっすらと文徴明の作風を受け継ぎ，文徴明亡き後，三十年に渉
って文壇を席巻したといわれる王稗登（字は百穀，呉郡の人。）も，『呉郡
丹青志』（宝顔堂秘笈所収万暦刊本）に沈周の絵画は「唐宋の名流より勝
国の諸賢に及ぶまで，兼総條貫せざるな」＜，それを鑑賞すれば「雲霧の
屋中に生じ，山川の几上に集むるが若し。」という。
時代が降るが，朱葬尊は『静志居詩話』巻九（嘉慶刊本）において「謂
う所の詩中に画有りという者」という評語とともに，十四首の詩を引用し
ている。その引く「落木門睛秋水の宅，乱山城郭夕陽の船。」（「送韓克賛」）
「野色人を迎え橋を過ぎりて去き，春風は面を吹きて花を傍らにして行く。」
（「遊西惹」）といった詩句はいずれも写実的な叙景詩である。こうした詩
に鶴鵡がふりむいてしゃべり出すほど生き生きとしたリアリティがあるか
どうかはともか<'読者がこうした詩を読んで，言語で表現された景色を
脳裏に思い浮かべることは十分に可能である。また，沈徳潜『明詩別裁集』
巻四（乾隆刊本）にも「個し郭煕に遇わば，応に采りて『林泉高致』中に
入れ，以て画本に当つべし」という。
二典故の運用と効果
模範とする時代とジャンルを狭く限定して擬古的詩文を創った李夢陽は，
感清の発露となっているという理由で『詩』を窮極の理想としたが，『詩』
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に理想を求める姿は江南の知識人にも認められる叫しかし，江南の文人
の場合，手本とすべき詩人や作品の設定範囲が中，晩唐，宋をも含めて広
かったこと，手本は咀哨し吸収して自己の血肉とするものだと認識してい
た点が復古派，中でも李夢陽と異なる。沈周の場合も作風は多様で，擬古
詩もあるが限られた数しかない上，一種の遊戯として創作された感がある。
以下，『詩』を含めた先秦の書物に見られる言語または表現を用いた沈
周の古詩について述べるが，その中で沈周が古典を咀咽，吸収しているさ
まが確認できるだろう 11)0 
① 「送遠行」（五言古詩，『石田稿』では「擬古」と題す。）
酌彼青兇饒聯以樹末路12)。
『詩』周南「巻耳」にもとづいて創られた一首。「巻耳」は遠くにいる
夫を思う女が，夫の行路の苦労多きことを思って作った歌とされる。沈周
のぼ
もこの主題に則っている。「五里清川に臨み，十里崇丘に捗る。」「朔風白
しき のぽ
日暮れ，痔馬遠歩を局る。」13)といった句には，「巻耳」の「彼の硲に捗れ
ば，我が馬は堵めり。」の表現が用いられている。
引用した「彼の青き兇触に酌む」は，「巻耳」の「我姑く彼の兇触に酌
み，維れ以て永く傷まざらん。」に基づいている。沈周の「聯か以て末路
なぐさ
を樹む。」は「永く傷まざらん。」をふまえて詠まれたものだが，詩では上
の句のみを借用して，若干の含みを持たせる表現になっている。
明らかに本辞の痕跡を残しながらも，不自然ではなく，章軒のいう「裁
剪」の妙が感じられる一篇となっている。ただ，擬古詩として上手い作品
胚 み
とはいえるし，「会面已に難きを諏り，徘徊して隠憂滋る。」「転りて紛れ
ば路何ぞ迪かなり，心を馳せて水と同に流る。」等の句は，沈周オリジナ
ルの句ではあるが，主題においても表現においても独自性を追究したとは
思えない点で，文字遊戯という批評も成立しうるだろう。
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② 「送蘇安道赴祝冬官惟真館」（五言古詩）
東海有君子，孝友夭徳優。
好爵弗久康，記帖重遠憂。
帰来寿春酒，酒影照白頭。
蘇安道（未詳）が祝莱（字は惟真，海寧の人。成化二十年の進士。）を
訪ねるのを送った詩。『杭州府志』巻八十一（中国地方誌叢書所収万暦刊
本）に拠れば，祝氏は刑部主事を授かった後，工部に改められ，侍郎であ
った徐貫に従って蘇州，松江で治水事業を行い功績をあげたという。詩の
三，四句に蘇氏は「彼の図と書とを載せ，海上に往きて遊ぶと言う。」と
あるので，この時，祝氏は松江で任にあたっていたのだろう。
引用部分は五句から十句にあたる。「東海に君子有り，孝友して天徳優
れたり。」の君子とは東海すなわち松江にいる祝氏を指す。引用部分の直
後に「恰恰たり家庭の間，和気遠州に聞こゆ。」といい，祝氏が際立った
孝子であったことを述べる。
とも
「好爵久しく緊にせず」は『易』中学「九二は，鳴鶴陰に在り。其の子
これに和す。我に好爵あり。吾爾とこれを磨にせん。」に基づく 14)。「好爵」
は好き爵位とする説の外，王夫之『周易稗疏』巻二（重刊船山遺書所収同
治刊本）は誼を結ぶ酒杯と解釈する。下句に「記帖遠憂を重ぬ。」とある
ことからすれば，ここはひとまず祝莱が故郷の両親と酒を酌み交わしてい
ないと解釈できる。
『易』にある「鳴鶴陰に在り。其の子これに和す。」について，象伝に
は「其の子これに和するは，中心願えばなり。」とある。心から願えば，
暗いところにいる親鶴が鳴くと見えないところにいる鶴の子が応じて鳴く
ように，離れていても心が通じ合うことを意味する。つまり，「好爵久し
＜康にせず。」の一句は，離れて暮らす親子の互いを思いやる情愛を自ず
と連想させることになるわけである。ただ，現実には深い情愛にもかかわ
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らず，祝氏親子は“好き爵位”のために“好§篇gを酌み交わせない。そ
のため両親は「遠憂を重」ねているのであって，ここに沈周の，公のため
に私のままならない祝氏への深い同情が表現されている。
また「紀帖」という語も親子間の深い情愛を感じさせることばである。
この語は『詩』魏風「捗姑」の「彼の帖に捗り分，父を瞭望す分。」「彼の
祀に捗り分，母を瞭望す分。」に拠るもので， この詩全体が「孝子の役に
行きて父母を思念する」（毛詩序）内容となっている。その孝子の姿は，
故郷の海寧（浙江）を離れて任務についている祝氏に重なる。また，「捗
帖」では，一章，二章，三章それぞれに孝子の幻想の中での肉親が孝子の
こいねが これ
身を案じ，その帰郷を願い，「上わくは栴を慎まん哉。猶来たりて止まる
こと無かれ。」「上わくば栴を慎まん哉。猶来たりて棄つること無かれ。」
「上わくば栴を慎まん哉。猶来たりて死すること無かれ。」という句が詠ま
れる。沈周詩の「遠憂を重ぬ」，「帰り来たりて」という文言は，そこから
発想されたものであろう。
「捗帖」は，「自らの望郷の念を直接は言わず，父母や兄が家で自分を
思う情景を想像する」という手法をとって，「切切たる極めて深く，極め
て辛く，そして極めて押しやりがたい心情」を詠う名作である呪この手
法を沈周が襲ったのだとすれば，引用部分は，長い間会っていない両親は
心配しているだろうなあ，帰郷して酒で長寿を祈れば，その酒に老親の白
髪頭が映るのだろうなあ，と想像する祝莱の姿を描くことで，祝氏の望郷
の念を沈周が代弁している，と解釈できようか。
また，「春酒」も『詩』脚風「七月」の「八月に棗を剥ぎ，十月に稲を
穫る。此の春酒を為りて以て眉寿を介く。」に拠るもので，冬に醸造して
春に熟す酒あるいは春に醸造して秋冬に熟す酒をいうが，鄭箋は「又，稲
を穫り而して酒を醸し，以て其の養老を助くる具とす。」という。つまり，
「春酒」は父母の長寿を象徴する言葉なのである。
以上のように，引用部分は経書の深い知識にもとづいて詠まれたもので
9― 
あることとともに，一句に込められた意味の厚みを感じることができる一
首である。
③ 「用清虚堂飴，送鞄惹少宰服関還京」（七言古詩）（弘治十年）（『石田
先生詩紗』巻四にも記載。）
誹誹四牡不可緩，
我亦殷勤当執槌。
服喪期間を終えた呉寛が北京に帰る際に贈った詩で，詩の前半では帰郷
した呉寛の様子やその人となりを慕って訪れる郷里の人々の姿を詠み，後
半では朝廷内で呉寛が各方面からたよりにされていることに続いて，沈周
の惜別の念が詠まれている。引用部分は後半の呉寛との別れを詠う箇所に
あたる。
この句が『詩』小雅「四牡」の「四牡誹誹，周道倭遅たり。」或いは
「四牡誹誹，暉暉たる略馬。」に基づいているものであることは一目瞭然
である。沈周はこれに拠って詩に感清を直接詠うことなく，呉寛への惜別
の情を表現している。
「四牡」は文王が西伯であった時に，殷の朝廷からの使者が使いにやっ
てきたのを労った詩と伝えられる。「四牡誹誹，周道倭遅たり。登に帰る
もろ
を懐わざらんや。王事は監きこと靡く（王のいくさは容赦なく），我が心
は傷み悲しむ。」（第一章）とする詩に鄭箋は，「私恩無くんば孝子に非ざ
るなり。公義無くんば忠臣に非ざるなり。君子，私を以て公を害さず，家
事を以て王事を辞さず。」という。そのため，「我が心は傷み悲しむ。」の
もろ やしな
である。また，第三章以下にも「王事は監きこと靡く，父を将う遍あらず。」
「王事は監きこと靡<'母を将う遣あらず。」「登に帰るを懐わざらんや。
おも
是こに用て歌を作り，母を将うこと来りて認う。」等の句がある。
宮仕えのために公務を優先して年老いた両親に充分に仕えることができ
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ない姿は，成化八年以降四半世紀に亘って北京で要職にあり，服喪のため
にようやく帰郷の機会を得た呉寛の姿と一致する。
このように考えれば，「誹誹たる四牡緩むべからず，我も亦た殷勤とし
て当に槌を執るべし。」の句は，公務のために親の永眠する故郷を離れて
北京に帰っていく呉寛の心中はさぞかし悲しいことだろうが，公の事とて
馬車を止めることはできないので，私も別れの悲しみをこらえて友情の念
をこめて見送りの馬を駆る鞭を手に執らねばならない，というやるせない
情感を秘めたものと解釈できるだろう。
④ 「五十疋馬図」（七言古詩）
沙樹歴歴沙草荒江上誰開眺牧場？
馬群所緊凡五十，飲株而俯噺而昂。
寝訛浴渉躁且醸，或乳或駐或軋藩。
三縦五横不成行，若騨若騒青紫黄。
題のとおり，五十頭の馬を描いた絵を詠ったもので，特に詩の後半では
馬の数のあまりの多さに圧倒されつつも，のびのびと成長しいずれの日に
か五十頭の中から駿馬の抜きん出てくることを期待する心情が詠まれてい
る。
ここで問題にしたいのは，前半の画中の馬の生態を描写した部分である。
うご ＜びあ
引用部分の五句から六句にかけての「寝ね訛き浴び渉り躁り且つ譲げ，或
いは乳やり或いは駐まり或いは軋するこ；品l(?)。」は『詩』小雅「無
羊」に拠って創られている。ここでは内容もさることながら，沈周は「無
羊」のリズムを自作に取り入れたかったと想われるため，原文のまま引用
しておく。
誰謂爾無羊．三百維群。
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誰謂爾無牛．九十其惇。
爾羊来思，其角戦撒。
爾牛来思．其耳鞣濡。
或降子阿．或飲子池，或寝或訛。
一『詩』小雅•鴻雁之什「無羊」
毛伝には周の宣王が，廣王の時に廃した牧人の職を復活させたことを詠
ったものとあり，また，詩全体のテーマは一家繁栄の祝頌だとされるが，
それはともかく，ここでは羊や牛がうようよ群れを為し，さまざまな動作
をする様子が詠まれている。その表現法は極めて素朴である。
さて，沈周はこの「無羊」の表現を用いつつ，馬の動作を表す言葉をさ
らに増やして，多くの馬が思い思いの動作を画中で繰り広げていることを
描写するとともに，「無羊」に倣って「或」を使うことによって句全体を
リズミカルに仕上げ，馬の躍動感を増幅させている。「三縦五横して行く
を成さず，若しくは馬曾若しくは騒青紫黄たり。」は「無羊」とは無関係だ
が， リズミカルな点では前の句とのバランスを考えて創られているため，
間接的にそれを典故にしていることになる。
こうした手法は沈周が先人の表現を自作に取り込んで不自然にならない
技に長けていることを示すものである。特にこの詩においては決して衡学
的にはならず，わかりやすい典故を用いながらも，それを自在にアレンジ
することによって詩になじませ，全体としては群れなす馬の画中にひしめ
く様が，みごとに言語化されている。また，明らかに「無羊」のパロディ
ーであることを示すことは，詩に軽妙さを添えることにもなっている。
⑤ 「北寺水閣」（五言古詩）
僧寮散小構雅掠西水湯。
清流可俯掬，蹟眉亦堪臨。
12 
返照在東壁，水影浮虚金。
人物相映螢，寂静宜道心。
耳をつんざく蘇州の市街地から静寂を求めて街の北を訪れると，思いが
けず，そこは山林との境界になっていた。引用部分は，その市中とは思え
ない静けさに包まれた寺院の清流に接して沸き上がった感慨を詠んだもの
である。
寺を囲む清流は身を屈めて手にすくい取ることができ，澄んだ水はひげ
や眉をも映す，と詠う引用中の三，四句は，『荀子』解蔽にもとづいてい
る。『荀子』解蔽は，「凡人の愚は，ー曲に蔽われ而して大理に暗きにあり。」
といい，その「蔽」を解くには，「適」を知らねばならないことを述べる。
そして，「道」は何によって知るのかといえば，「心」によって知るのだと
いう。では「心」は何によって知るのかといえば，「虚壷にして而して静
か」なること，すなわち，虚心，専心，そして静かな心によって知るのだ
という 16)0 
沈周が用いた部分は，そのうち「壺」について具体的に解説したところ
である。
お
故に人の心は臀うれば槃水の如し。正しく錯きて而して動くこと勿
ければ，則ち湛濁下に在り。而して清明上に在れば，則ち蹟眉を見る
を以て而して理を察するに足れり芙。（湛濁は沈濁に同じ）
沈周は，鄭びた寺の高殿の下を流れる小川の水面に人の姿が映り，さら
に日に照らされた隣の建物が蜃気楼のように映し出されているのを目にし
て『荀子』を思い起こし，寺の静寂，穏やかな水面は『荀子』の言うとお
り「道心」を知るのにふさわしいと感じたのである。つまり，『荀子』に
対する理解が景色に遭遇した沈周の感慨を引き出す源となったともいえ，
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ここに学識と感情の相関関係が認められる。
⑥ 「悲溺」（五言古詩）
輿帰経旧裏見者嘆窮通。
窮通不可嘆富貴少令終。
富豪の家に生まれた男がいた。何不自由なく成長し，官位すら富に侍ん
で手に入れ，贅沢三昧の暮らしを続けた。ところが後年，富が尽き家は零
落，落暁の人生を送ることになった。冬のある日，この男は足を滑らせ城
郭の堀に転落してしまった。その身体はぬかるみにはまった上，厚い氷に
覆われていた。引用部分は事の顛末を知った，男と同郷の人々の反応とそ
れに対する沈周の見解を詠んでいる。
「窮通」の語は『荘子』譲王篇に基づく言葉である。同郷の人々は男の
境遇に思いを馳せ，男の「窮通」（栄光と零落）を嘆いた。沈周はそうし
た人々の嘆きに対して「窮通」を嘆いてはいけない，富貴は人生に名誉あ
る終結をもたらさぬものなのだという。金持ちの不名誉な死を嘲っている
のではない。「溺を悲しむ」という題は，亡くなった男への同情を表して
いる。なぜ悲しむのか，なぜ同情するのか。男が素封家に生まれついたた
めに，『荘子』最大の命題である養生を知らなかったからである。
『荘子』では，孔子の一行が陳と察の国境で兵士に取り囲まれて身動き
できなくなった時に，「窮」に陥ったと責める子路と子貢に対して，君子
が道に通じていることを「通」，道を理解していないことを「窮」という
のであって，仁義の道を胸に抱いておれば乱世における困難に遭遇したか
らといって，それは「窮」ではないのだ，と孔子が諭す。
この逸話の後，「古の道を得る者は，窮するも亦た楽しみ，通ずるも亦
た楽しむ。楽しむ所は窮通に非ざるなり。道此に徳れば，則ち窮通は寒暑
風雨の序と為る芙。」と一段が総括される。沈周が「窮通嘆くべからず。」
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という所以はここにある。
また， 『荘子』盗妬篇では人は富と権力に群がるものだと主張する無足
に対して，知和は知恵のある者は足るを知り，むやみに要求して人と争っ
たりはしないものだと説く。なぜなら，富や権力は人の本性を害するから
である 17)0
だが，死んだ男にはそうした知恵もなかった。裕福だった時には散財し
て馬を買い集め，官位まで買ってしまった。そうした行為の結果，落ちぶ
れて不慮の事故で亡くなった時にも，人々はその死を惜しんだり生前の人
柄を褒め称えたりはせず，哀れな末期に嘆息するだけだった。富裕な家庭
に生まれてさえいなければ，道によって「窮」に直面した自分に向き合う
術もあったろうに，財力とは往々にして人からそうした機会を奪ってしま
い，死んだ男は養生とは逆の方向に突進してしまったのだった。ここには
古典籍を単なる知識人のたしなみや立身出世の道具とはせずに，一種の精
神的糧として脳裏に刻みつけている沈周の姿が見られるだけでなく，「窮
通」という語の使用によって詩にもたらされた思想的空間の広がりも感じ
ることができる。
三銭謙益の評価と沈周詩の特質
前節で見た沈周の六篇の詩は，『詩』，『易』，『荘子』といった古典の表
現を巧みに取り入れ時には友人への深い思いやりや思想を表現し，時には
着想の源を得，また時には表現形式の踏み台として用いている。擬古詩の
評価は措くとして他の詩においては，典故の運用はそれぞれ効果的であり，
成功しているといえる。
ところで，沈周詩について文徴明「沈石田先生行状」は，沈周が経書か
ら稗史まで目を通さないものはなく，そこで得た知識を詩作に生かしたと
いう。さらに詩作の変遷について，
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其の詩初め唐人を学び，雅意は白博，既にして眉山に師し長句を為
り，また放翁の近律を為る。擬す所合作せざるなし。
という。そして「然れども」と断って文徴明はさらに，沈周は前掲の諸先
人から学んだけれども，「其の情に縁り事に随い，物に因り形を賦すは，
もと
開閾変化し，縦横百出して，初より一体の長に拘拘とせず。」と自由奔放
な作風を強調する呪
また，祝允明も「刻沈石田序」において，沈周詩の遍歴を次のように分
析する。
蓋し其の家法は固より放翁を主とするも，而も神度寄する所は，惟
だ「浣花」のみ。（中略）公始め其の子・雲鴻をして詩八編を持たし
め，余に簡次（選んで配列を決める，すなわち編集するの意か？）す
るを侑う。皆，公壮年の作にして純たる唐格なり。後，更えて自ら足
らざれば，卒に宋に老ゆ。
そうした経過から，沈周は老年になって旧作を棄ててしまったという。
確かに沈周詩には白居易，蘇試，陸源の詩に近い作風を持つものがある。
中でも蘇試についてはまるごと詩句を借用している作品さえある。沈家の
伝統を考えれば当然の結果ということもできるだろう 19)。
ただ，ここで関心を寄せておきたいのは，銭謙益の場合，沈周詩を論ず
る際に，詩風を学んだ対象として白居易，蘇試，陸源のほかに杜甫をも併
記していることである。
石田の詩はオ情風発し，天真爛漫たり。性情を舒写し，物態を牢籠
す。少壮に唐人を模倣し，間に長吉を擬するも，分刊比度し，守りて
未だ化さず。已にして其の少作を悔い，挙げて之を焚棄す。而して少
陵，香山，眉山，剣南の間に出入し，綽属頓挫し，沈鬱老蒼たり。文
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章の老境に尽き，而して作者の能事畢われり。」一『列朝詩集』丙集
（汲古閣本）
引用文中，沈周が唐詩から入門し，後に旧作を全て廃棄した，という記
述は，祝允明の序文と重なる。ただ，この文では何に基づいたのか審らか
でないが，かつて李賀の作風をまねたとされている点が祝氏とは異なる。
そして，その後，作風を変え，杜甫，白居易，蘇試，陸源といった大詩人
たちの作風に通じて自家薬籠中のものとし，「蹄属頓挫」，「沈鬱老蒼」と
いう作風を確立したのだとする。
沈周詩を杜詩と関連づけて述べたのは銭謙益が初めてではなく，『石田
分類』の序文を書いた張鉄がいる。張氏は，沈周は杜甫がそうであったよ
うに，時事，社会に絶えず関心を寄せるという志を失わなかったことで，
自ずと杜甫の詩風を内に具えたのだという 20)。
沈周が政治的発言を避けていたとはいえ時事に対する関心は常に持って
いたことは，文徴明も記す所であり，また，社会問題を主題にした詩も現
存している21)。
さて，銭謙益は沈周詩を総括して「蹄属頓挫」「沈鬱老蒼」という表現
をしている。眸属老蒼はそれぞれ雄健な，老練したというほどの意味で，
今はひとまず措くとして，興味深いのは頓挫，沈鬱ということばについて
は，莫蠣鋒教授が杜詩の風格を表すことばとして提示しておられることで
ある。（『杜甫評伝』第三章，六「風格：“沈鬱頓挫”」, —九九三年，南京
大学出版社参照。）
莫教授に拠れば，「沈鬱頓挫」は杜甫が自作の賦について述べた「進離
賦表」で使っており，特に沈鬱については厳羽，高棟が杜詩の風格を表現
する語として使っている。沈鬱とは思慮が深いというほどの意味だと思わ
れ，唐以前においてはしばしば「思」という語に関連づけて用いられてい
る。また，頓挫は抑揚や起伏があるが，時に停頓するという意味で，感情
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にも調子にも，また詩文の雰囲気にも叙述法にも用いられる。そして，杜
詩における「沈鬱頓挫」は，具体的には三つの側面に現れているという。
そのーは詩の表層に関する面で，言語の凝縮と洗練，イメージの精巧さ
と明確さ，構造の波瀾と起伏，調子の抑揚と停頓によって，凝縮した重々
しさ，深さ，鍛えぬいた完璧さ，曲折の多い奥深さがもたらされている。
その二は詩の芸術面においてであり，構想の深さが詩に含蓄と曲折をもた
らしている。例えば，いわゆる「三吏」「三別」は極めて強烈な感情が表
されているが表現には含みがあり，叙述が洗練されている上，詩人の感情
は字句や行間から自ずから漏れ出している。こうした現象は，白居易の
「新楽府」の叙述が煩瑣に堕し，詩人も大声で疾呼する様と鮮やかな対比
をなしている。また，「自京赴奉先県，詠懐五百字」，「前出塞九首」等の
詩は，叙述や構造の起伏と停頓が詩人の感情的起伏，停頓を表し，詩の深
層構造と言うべきものを形成している。それによって，詩人の時代や人生
に対する巨大な感慨が十二分に表現されている。その三は，詩に凝縮され
た感情と思想という面で，時局の緊迫によって杜甫が味あわねばならなか
った賑難辛苦は杜詩に深い感情をもたらし，国家存亡の危機に対する憂慮
は深い思想を詩に内包する結果となった。
張鉄が沈周詩に見出した杜詩の要素は，莫教授の指摘される第三の側面
にあたる。銭謙益の場合は沈周詩のどこに杜詩的風格を見出していたのか
はっきりしないが，わずかな手がかりを辿って以下に推測してみたい。
『杜詩銭注』（世界書局本）において，銭謙益はしきりに杜甫の真意を
汲み取ろうとして，資料を博捜し考証を試みている。次に引く巻十七「秋
日荊南述懐」に附けられた注は，銭氏の杜詩読解に対する心得を述べてい
るといっていい。
昔人謂えらく陶淵明詩，国傷を悼む時，顕斥するを欲せず。寓する
みだ
に他語を以てし，奥をして漫りに指摘すべからざらしむ。之を知れば，
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則ち以て杜詩を読むべし芙。（『杜詩銭注』巻十七，「秋日荊南述懐」）
この注は，杜詩が陶淵明詩と同様，寓意という方法で深遠なる内容を字
句の裏面や行間に秘めていることを指摘している。その覆われた秘め事を
表面に引き出すことが『杜詩銭注』の主要な仕事であった。この注を杜詩
の深遠さに対する銭氏の賞讃だと考えてもよいとすれば，杜甫の「沈鬱頓
挫」の第二の側面，つまり詩全体の含蓄と曲折の由来となった構想の深さ
に対する，銭氏の賞讃ということになる。
沈周詩に対して，銭謙益が沈鬱，頓挫という時，杜詩における構想の深
さを念頭においていると仮定するとして，果たして沈周の詩に含蓄や曲折
が認められるだろうか。
まず，含みのある表現の中に詩人の感情があふれ出る含蓄について，本
稿第二節で言及した六首の詩のうち、「送蘇安道赴祝冬官惟真館」，「用清
虚堂鞘，送飽竜少宰服関還京」についてこれが認められる。前者は『易』
や『詩』の表現を使い，読者に親子間の情愛を連想させるとともに，親孝
行のままならぬ祝莱への同清が表現されていた。また，後者でも『詩』の
表現を使って，公務のために両親に充分に仕える暇がな<'服喪のために
ようやく帰郷しても，また早々に上京せねばならない呉寛の悲しみと，そ
ういう呉寛が都に戻っていくのを見送らねばならない沈周のせつなさが表
現されていた。これらはいずれも直接的な感清表現は用いられていないが，
典故のある表現を使用することで同清やせつなさを詩の内側に潜ませてお
り，含蓄の概念に合致する。
また，曲折，つまり詩人の感情を深層に形成するような，叙述や構造の
起伏，停頓については，前掲二首のうち「送蘇安道」にその傾向が感じら
れる。この詩では，孝子として知られる人なのに，公務のために両親に仕
えられない息子が，両親は遠く離れているわが身を案じているだろうと思
いを馳せ，再会する時の光景を想像しては望郷の念を募らせる姿を描き，
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その千千に乱れる心情に思いを致して沈周は同情を寄せている。こうした
心中に交錯する心情の表現は，莫教授が「詩中の旨意則ち極めて曲折為り。」
と断ずる杜甫「和裟迪登蜀州東亭送客逢早梅相憶見寄」について，浦起龍
が『読杜心解』巻四で「意緒千端，衷腸百結，何ぞ五十六字に図りて曲曲
として之を伝えるや。」 （前掲書，第三章）と述べるのに合致する。
以上によって，本稿では銭謙益が沈周詩を沈鬱，頓挫と評価したのは，
沈周詩の中に含蓄，曲折という杜詩の風格を見出したためと考えておきた
し、
゜
注
1)同時代の詩評については，呉寛「石田稿序」（『石田先生詩紗』四庫全書存
目叢書所収崇禎刊本）に「（沈周）談笑之際，落筆成篇。随物賦形，縁情叙
事，古今諸体各線其妙。（中略）所謂清婉和平，高充超絶者兼有之。故其名
大播不特江之南也。（中略）啓南詩余発為図絵，妙逼古人。或謂掩其詩名，
而卒不能掩也。」，」都穆『南濠詩話』（知不足斎叢書所収本）に「沈先生啓南
以詩豪名海内，而其詠物尤妙。」，祝允明「刻沈石田序」（『懐星堂集』巻二十
四，四庫全書本）に「沈公独醸洞流，横放四海，一時風騒，譲以右席。」『明
詩綜』巻二十六は醸消流を脱衆流に放を絶に作る。）とある。また，桓恭の
逸話については文徴明「沈先生行状」（『甫田集』巻二十五，嘉靖刊本）に
「年十五，貸其父為賦長，聴宣南京。時地官侍郎崖公雅尚文学，先生為百韻
詩上之。皆得詩驚異，疑非己出。面試鳳凰台歌。先生援筆立就，詞采爛発。
崖乃大加激賞日王子安才也。即日檄下有司，獨其役。」と記す。このほか，
銭謙益『列朝詩集』，『明史』沈周伝もこの逸話を載せる。
2)王整「石田先生墓誌銘」（『王文格公集』巻二十九，三愧堂刊本）に「一時
名人皆折節内交，自部使者，郡県大夫皆見賓礼。摺（綱）紳東西行過呉及後学
好事者日造其瞳而請焉。」とある。
3)筆者は，拙稿「江南の文人と復古派 その差異の所在 」（上・下）
（『大阪産業大学論集』人文科学編—-0号，ーー一号，二00三年，大阪産
業大学学会）で，これについて論じたことがある。
4)劉英は字は邦彦，銭塘の人。『明詩紀事』乙巻に拠れば，『賓山集』などの
著書があるというが未見。引用は「事略」に拠った。
5)章軒には『清風亭稿』（四庫全書珍本第三集）があるが，詩集のためこの
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文は収録されていない。引用は「事略」に拠った。
6)何良俊『四友斎叢説』巻二十六（四庫全書存目叢書収明刊本）「（文徴明）
一日論及石田之詩日『我家沈先生詩，但不経意写出，意象倶新。可謂妙絶。
ー経改削，便不能佳。』」
7)楊循吉の『松寿堂集』他，四庫全書存目叢書所収の書及び『松寿堂遺集』
（明紗本）には，この跛は見当たらない。引用は「事略」に拠った。
8) この李日華は沈周が『四時山水』画につけた題画を「豪邁」という語で好
意的に評価し，復古派の人たちがそれを理解できなかったことをせせら笑っ
ている。（『六硯斎二筆』巻四）
9)顧元慶『夷白斎詩話』（学海類編所収本）越僧某索画於石田翁，嘗寄一絶
云「寄将一幅剣渓藤江面青山画幾層？筆到断崖泉落処，石辺添個看雲僧。」
石田欣然，画其詩意答之。
10)前掲拙稿参照。
11)本稿での沈周詩の引用は『石田先生集』（不分巻，明代芸術家集彙刊所収
万暦刊本）を底本とし，『石田稿』（不分巻，部分的に編年の形式を採る。続
修四庫全書所収抄本），『石田詩選』十巻（四庫全書所収正徳刊本），『石田先
生詩紗』八巻（編年の形式で配列。四庫存目叢書所収崇禎刊本）を必要に応
じて使用した。
12)正徳元年に書かれた李東陽「書沈石田稿後」に「嘗観擬古諸歌曲，愛其醇
雅有則。忽忽三十余年，聞石田年益高，詩日益富……」とある。この詩が李
東陽の見た擬古に含まれていたと考えれば，逆算して成化十二年ごろの作品
ということになる。
13)「石田先生集』が権に作るのは誤り。『石田稿』に拠り改めた。
14)『易』の解釈は本田済『易』（中国古典選所収，一九九七年，朝日新聞社）
に拠った。
15)程俊英，蒋見元『詩経注析』(-九九一年，中華書局）参照。なお，本稿
の『詩』の訓読は加納喜光訳『詩経』上・下（中国の古典所収，昭和五十八
年，学習研究社）を参考にした。
16)『荀子』の解釈については張覚『荀子繹注』（中華古籍繹注叢書所収，一九
九五年，上海古籍出版社）を参考にした。
17)『荘子』盗妬篇「知和日『知者之為，故動以百姓，不違其度，是以足而不
争，無以為故不求。（中略）勢為天子而不以貴騎人，富有天下而不以財戯人。
計其患，慮其反，以為害於性，故辞而不受也，非以要名誉也。』」なお，『荘
子』の解釈については陳鼓応『荘子今注今鐸』（一九八三年，中華書局）を
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参考にした。
18)文氏のこの文は正徳四年の沈周の逝去から三年後，七年十二月に埋葬され
る折に書かれたものである。同じ時期に王黎の「石田先生墓志銘」も書かれ
ている。その沈周詩に関する論評の方向はほぼ同じだが，文氏の引用文に該
当する部分は「雄深弁博，開閾変化，神怪畳出，読者傾耳駿目。」となって
おり，独創性が強調されている。また，「行状」の「縁情随事，因物賦形」
は1)呉寛の序文に似る。
19)五言古詩「移楊西軒」中の「喀然遺我身」という句は蘇試「書晃補之所蔵
与可画竹」一の「喀然遺其身」を借用したものと思われる。このほか，蘇試
の韻や表現を使用したものもある。
20)「後世詩人学杜者不少。（中略）石田先生古之逸民。雖日逝無悶，而憂時憫
俗之志，未嘗去諸方寸。凡有感於中，岡不動於志，而形於辞。故其為杜，不
必篇倣句擬，而杜固在也。」張鉄については『列朝詩集』丙集に「鉄，字子
威，慈渓人。与沈啓南為詩友。嘗為石田序分類詩。」とあるのみで，詳細は
不明。引用は「事略」に拠った。
21)「行状」に「然先生毎聞時政得失，輛憂喜形於色。人以是知先生非終於忘
世者。」とある。また，社会問題を詠んだ詩については，孝宗の新政にあた
り清流派復活の期待を寄せた五言古詩「弘治改元元旦遇雨」，上司に阿るこ
としか知らない音吏の姿を描いた「西山有虎行」を一例として挙げておく。
＜附記＞
本稿で底本として使用した『石田先生集』は森瀬壽三関西大学教授のご好意
により，蔵本の閲覧及び復写を許されました。ここに記して感謝の意を表し
ます。
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